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のののの

開

催

開

催

開

催

開

催

『

軽

ス

ポ

ー

ツ

の

普

及

グ

ル

ー

プ

』

で

は

、

4

月

に

体

力

測

定

会

を

行

い

ま

す

。

高

齢

化

社

会

へ

の

対

応

の

ひ

と

つ

と

し

て

、

体

力

測

定

会

に

参

加

し

、

自

分

の

体

力

を

測

定

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

多

く

の

み

な

さ

ん

の

参

加

を

、

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

日
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:

4
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27

日

(

日

)

午

後

1

時

か

ら

、

問

診

、

血

圧

測

定

午

後

2

時

か

ら

、

体

力

測

定

集

合

場

所
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富

浦
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校
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体
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①

握
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座
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片

足
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歩
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６

分
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費

用

:

無

料

持

ち

物

:

運

動

の

で

き

る

服

装

、

屋

内

シ

ュ

ー

ズ

、

着

替

え

、

タ

オ

ル

、

飲

み

物

な

ど

問

い

合

わ

せ

先

:

元

気

倶

楽

部

(

３

３

)

３

４

１

２

昨年春昨年春昨年春昨年春のののの体力測定会体力測定会体力測定会体力測定会

び

わ

っ

こ

ガ

ー

デ

ン

で

は

、

「

す

い

か

、

さ

つ

ま

芋

」

の

苗

植

え

を

行

い

ま

す

。

場

所

は

、

多

田

良

の

休

耕

地

を

昨

年

再

生

し

た

畑

（

お

楽

し

み

畑

）

と

今

年

、

新

た

に

休

耕

地

の

再

生

を

手

が

け

て

い

る

畑

で

す

。

さ

つ

ま

芋

は

、

約

３

０

０

本

、

す

い

か

は

10

本

の

苗

植

え

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

夏

か

ら

秋

に

か

け

て

の

収

穫

を

楽

し

み

に

、

た

く

さ

ん

の

子

ど

も

た

ち

と

保

護

者

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。
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び

わ

茶

房

で

は

、

元

気

倶

楽

部

の

交

流

室

前

に

、

50

代

か

ら

の

生

き

方

、

暮

ら

し

方

の

応

援

雑

誌

「

い

き

い

き

」

を

新

た

に

常

設

し

ま

し

た

。

た

く

さ

ん

の

方

が

、

こ

の

雑

誌

を

活

用

し

、

自

分

の

生

き

方

、

暮

ら

し

方

の

参

考

に

さ

れ

る

こ

と

を

願

っ

て

い

ま

す

。
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防

法
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せ
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手

立

て

秋には、約700本のさつま芋が収穫でき

子どもたちの笑顔と歓声があふれていま

した。
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参加者たち
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議

会

（
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５
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富

浦

地

区

に

お

住

ま

い

の

、

入

園

前

の

お

子

さ

ん

と

そ

の

ご

家

族

は

、

ぜ

ひ

遊

び

に

来

て

く

だ

さ

い

。

生

稲

謹

爾

生

稲

謹

爾

生

稲

謹

爾

生

稲

謹

爾

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

(

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

コ

ー

ス

づ
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グ
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ー

プ

の
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担

当

)

初初初初めてのグラウンド・ゴルフめてのグラウンド・ゴルフめてのグラウンド・ゴルフめてのグラウンド・ゴルフ

中林彰中林彰中林彰中林彰さんさんさんさん

会社の同僚から、「グラウンド・

ゴルフは、おもしろい」と聞いて

いました。それは、グラウンド・

ゴルフが変化に富んだスポーツ

だからです。

たとえば、芝の有る場所とない場所では、ボール

の転がる距離がまったく違います。また芝のない場

所に限っても、グラウンドの凹凸により、ボールが転

がる方向が大きく変わってきます。

しかし、先月のグラウンド・ゴルフ大会では、ホール

インワンを出すことができました。

今後、また都合をつけてグラウンド・ゴルフに参加

させてもらおうと思っています。

岡
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、

も

と

も

と

豪

族

の

岡

本

氏

が

、

自

身

の

所

領

を

守

る

た

め

の

城

で

し

た

。

里

見

７

代

義

弘

は

、

こ

の

岡

本

城

に

目

を

つ

け

ま

し

た

。
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年

（
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０
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義

堯

に

、

「

敵

国

の

北

条

勢

に

備

え

て

、

房

州

の

岡

本

に

城

を

築

き

た

い

と

思

う

が

、

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

」

と

相

談

す

る

と

義

堯

は

大

い

に

喜

び

、

「

わ

が

考

え

も
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と

賛

成

し
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し
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。

父

の

了

承

を

得

た
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は

、

岡

本
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主

だ
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た

岡

本
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斉

か

ら

城

を

召

し

上

げ

ま

し

た

。

そ

し

て

直

ち

に

横

小

路

将

監

を

改

築

奉

行

に

命

じ

、

岡

本

城

の

改

築

を

2

ヶ

月

余

り

で

達

成

し

た

の

で

す

。

ま

た

岡

本

髄

縁

斉

の

た

め

、

千

代

（

滝

田

）

に

屋

敷

を

造

り

、

そ

こ

に

住

ま

わ

せ

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

義

弘

は

、

時

の

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

、

北

条

勢

へ

の

備

え

を

目

標

に

定

め

、

海

戦

に

有

利

な

岡

本

城

の

改

築

を

最

優

先

課

題

と

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

ま

た

、

義

弘

は

、

目

標

達

成

の

た

め

に

、

周

囲

と

の

対

話

と

部

下

へ

の

配

慮

も

十

分

に

し

て

い

た

こ

と

も

理

解

で

き

ま

す

。
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た
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岡

本

城

の

歴

史

を

学

ぶ

と

と

も

に

、

歴

史

の

教

訓

を

今

に

活

か

し

て

い

き

た

い

も

の

で

す

。
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「

岡

本

城

址

コ

ー

ス

」

は

、

『

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

コ

ー

ス

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

』

で

作

成

し

た

基

本

5

コ

ー

ス

の

ひ

と

つ

で

す

。

こ

の

コ

ー

ス

は

、

約

6

㎞

で

「

岡

本

城

址

」

、

「

光

厳

寺

」

な

ど

、

16

世

紀

中

頃

か

ら

後

半

の

里

見

7

代

、

8

代

の

歴

史

を

か

い

ま

見

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ま

た

春

の

岡

本

城

址

の

頂

上

で

は

、

大

島

桜

、

染

井

吉

野

な

ど

の

桜

と

、

紫

色

で

か

わ

い

い

花

を

つ

け

た

、

す

み

れ

の

群

生

も

楽

し

む

こ

と

も

で

き

ま

す

。

さ

ら

に

、

岡

本

城

周

辺

の

宮

本

城

址

、

滝

田

城

址

も

合

わ

せ

て

見

る

こ

と

に

よ

り

、

こ

の

コ

ー

ス

が

感

慨

深

い

も

の

と

な

る

よ

う

で

す

。

ほのかなほのかなほのかなほのかな香香香香りりりり漂漂漂漂うううう大島桜大島桜大島桜大島桜とととと大房岬大房岬大房岬大房岬

3月末から4月上旬、「岡本城址」の頂上は、大島

桜が満開となり、ほのかな香りが漂っていました。


